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製作：塚田健（平塚市博物館）

藤原道長が見上げた満月を見よう！
「この世をば我が世とぞ思ふ 望月の欠けたることも 無しと思へば」※1……藤原道長が詠んだこの
歌、一度は目に（耳に）したことがあるのではないでしょうか。今年11月16日、この歌が詠まれたとき
とほぼ同じ月が昇ります。この日、私たちも月を見上げ、皆でSNSなどで共有しませんか？

一方、私たちの月に対する認識と理解は大
きく飛躍しました。今や人類は月の“裏側”を
目にし、月面に降り立ちすらしました。現代科
学は月の起源を解明しつつあり、今や月は憧
れ眺めるだけの対象ではなくなったのです。も
しかしたら、2020年代が終わる前に、人類は
再び月面に足跡を残すかもしれません※4。皆
さんも、ぜひ今後も月を見つめ続けてください。

※1
この歌は道長の日記『御堂関白記』には残されていない。宴に同席した藤
原実資の日記『小右記』に記録されている(画像上)。『小右記』によると
道長は「自慢げに聞こえるかもしれないがあらかじめ用意したものではな
い」と断ったうえで歌を詠んだという。[Credit: 国立公文書館]
※2
異母兄を含めれば五男。

▲豊臣秀吉像
1585年、藤原氏
以外で初めて関白
に任官した。

[狩野光信画]

しかし、月の光は変わらず
とも人の世は移ろいます。栄
華を極めた道長の家も、院政
が始まると政治の実権を手放
さざるをえなくなり、武家が台
頭するとやがて関白の地位
すら奪われてしまいます。月
はそんな世の盛衰をずっと見
つめてきたことでしょう。

▲アルテミス計画で月に降り立つ
宇宙飛行士の想像図 [Credit: NASA]

アポロ8号の乗組員が
撮影した「地球の出」

[Credit: NASA]

▲アルテミスIが撮影した
月の裏側

[Credit: NASA]

道長が歌を詠んだ、あの宴が開かれてから
千余年。今も月は変わらぬ光で私たちを照らし
ています。古来、月に親しんできた私たち。月を
見ると安心するという人もいると思います。

歌が詠まれたのは寛仁二年十月十六日
（1018年11月26日）。道長の三女・威子が後
一条天皇の中宮に立てられ、その祝いの宴席
でのことでした。その日の月は7時過ぎに満月
となっていますから、宴が催された時分には、ほ
んの少しだけ欠けた月が臨めたはずです。

そして今年2024年の陰暦十月十六日は11
月１6日。満月となるのは同日6時29分。した
がって21時頃には、やはりほんの少しだけ欠け
た月が見られます。つまり、道長が望月の歌を
詠んだときに見た月とほぼ同じ形の月が見ら
れるのです。

千余年の時を超えて同じ月が見られる。11月
１6日にはぜひ一緒に月を見上げましょう。そして、
そのことを皆さんで共有しましょう。月を見たり写
真に撮ったりして、ハッシュタグとともに、ぜひ
SNSに投稿してください。私たちも、道長たちに
負けないくらい、盛り上がりましょう！

▲2024年11月16日21時の月
[StellaNavigetor/AstroArtsを用いて作成]

三男※2として生まれた道長は、出
世競争の始まりからして不利でした。
政権の首座に就けたのは、姉や妻に
恵まれた、また兄の死が相次いだとい
う偶然があったからのことでしょう。

▲紫式部日記絵巻に
描かれた藤原道長

めることができた、という感慨からフッと生まれ
た歌なのかもしれません※1。

道長はこの日、威子が中宮となっ
たことで「一家三后」※3を成し遂げま
した。まさに人生の絶頂を迎えたので
しょう。あの歌は、しばしば彼の奢りを
示しているなどと言われますが、実の
ところ、苦労の末にここまで登りつ

※3
太皇太后(先々代、故・一条天皇の中宮)が長女・彰子、皇太后(先代、
故・三条天皇の中宮)が次女・妍子、そして皇后(中宮)が三女・威子と、
三后をすべて道長の娘が独占した。
※4
アメリカを中心とした有人月着陸計画「アルテミス計画」が進行中。
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#道長と同じ月を見上げよう

2024年

11月16日(土)

「この世をば 我が世とぞ思ふ 望月の欠けたることも 無しと思へば」
今年11月16日、藤原道長がこの歌を詠んだとき見上げた月とほぼ
同じ月が昇ります。この日、私たちも月を見上げ、皆でSNSなどで共
有しませんか？
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